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今
年
は
森
鷗
外
の
生
誕
一
六
〇
年
、
没
後
一
〇
〇
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、「
鷗
外
記
念
館
」
で
は

通
年
に
亘
り
特
別
展
を
行
っ
て
い
る
。
記
念
館
は
千
駄
木
の
団
子
坂
を
登
っ
た
高
台
に
あ
り
、
鷗
外

の
旧
居
跡
に
一
〇
年
前
に
開
館
し
た
。
旧
居
の
二
階
一
二
畳
の
座
敷
は
「
観
潮
楼
」
と
名
付
け
ら
れ
、

彼
を
敬
慕
す
る
文
学
青
年
達
が
歌
会
や
談
話
を
楽
し
ん
だ
場
所
で
、
当
時
は
品
川
の
沖
が
望
め
た
と

言
う
。
先
日
記
念
館
を
初
め
て
訪
ね
た
が
、
明
治
時
代
と
変
わ
ら
ず
静
か
な
高
台
に
あ
り
、
海
は
見

え
な
い
も
の
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
全
容
が
望
め
た
。 

 

現
在
開
催
中
の
特
別
展
の
テ
ー
マ
は
「
読
み
継
が
れ
る
鷗
外
」
で
、『
舞
姫
』『
ウ
ィ
タ
・
セ
ク
ス

ア
リ
ス
』『
雁
』『
山
椒
大
夫
』
等
の
創
作
小
説
に
関
す
る
展
示
が
中
心
だ
っ
た
。 

興
味
深
い
展
示
品
が
多
か
っ
た
が
、
先
ず
鷗
外
訳
『
即
興
詩
人
』
の
初
版
本
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は

訳
者
前
書
き
に
あ
る
と
お
り
、
老
眼
の
進
む
母
親
に
読
ん
で
貰
お
う
と
、
普
通
よ
り
大
き
い
活
字
で

出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。 

二
つ
目
に
は
、『
舞
姫
』
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
エ
リ
ー
ゼ
が
、
鷗
外
に
贈
っ
た
ハ
ン
カ
チ
入
れ
だ
。

六
〇
㎝
平
方
程
の
正
方
形
の
布
地
で
、
綺
麗
な
刺
繍
を
施
し
た
真
ん
中
に
、
大
き
く
Ｒ
と
Ｍ
の
文
字

を
縫
い
込
ん
で
い
る
。 

 

初
め
て
知
り
驚
い
た
の
は
大
逆
事
件
の
資
料
で
、
弁
護
士
平
出

ひ
ら
い
で

修
し
ゅ
う

の
弁
論
手
控
え
や
、
幸
徳
秋
水

が
獄
中
か
ら
平
出
に
宛
て
た
感
謝
の
手
紙
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
平
出
は
鷗
外
の
和
歌
の
弟
子
で
も

あ
り
、
社
会
主
義
思
想
に
関
し
て
鷗
外
か
ら
教
え
を
受
け
、
ま
た
被
告
二
四
人
が
死
刑
に
な
ら
な
い

様
に
と
密
か
に
相
談
し
て
い
る
。
一
方
で
、
陸
軍
軍
医
総
監
の
鷗
外
は
陸
軍
の
巨
魁
山
縣
有
朋
と
も

近
く
、
大
逆
裁
判
の
結
審
に
つ
い
て
は
ブ
レ
ー
ン
の
一
員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。
被
告
、
原
告
双

方
か
ら
頼
り
に
さ
れ
た
鷗
外
の
立
場
は
微
妙
な
も
の
で
、
本
人
が
裁
判
に
関
し
語
っ
て
い
る
も
の
は

何
も
な
く
、
思
い
は
『
沈
黙
の
塔
』『
食
堂
』『
大
塩
平
八
郎
』
等
の
作
品
に
窺
え
る
。 

  

鷗
外
は
、
軍
医
官
僚
と
し
て
ト
ッ
プ
に
昇
り
つ
め
、
文
学
者
と
し
て
最
高
級
の
作
品
を
数
多
く
残

し
、
家
庭
人
と
し
て
家
族
か
ら
慕
わ
れ
て
い
た
。 

苦
労
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
充
実
し
た
六
〇
年
の
生
涯
を
全
力
で
駆
け
抜
け
た
と
言
え
よ
う
。 


